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The purpose of this research is clarifying of the characteristics of metal air cell and contributing 
to its practical implementation. In recent years, lithium ion battery is being used as a power 
supply not only for mobile electronic devices, such as cellular phones and personal computers, but 
also for cars. However, the resources of lithium are limited and thus, the global spread of lithium 
batteries has its limitations. It is aluminum, magnesium, and zinc that can be used in metal air 
cell, and the resources of those are more extensive. We paid our attention to the aluminum which 
is easy to put in practical use because chemically it is most inert among these three. The basic 
































能性を持っている．Mg および Al の資源量は豊富で









2.1 Mg 電池の放電反応式 
Mg と空気の反応式を以下に示す． 
正極:O2 + 2H2O + 4e– → 4OH– (E0= 0.4 V) 
負極:2Mg + 4OH– → 2Mg2+ +4OH–＋4e– (E0=-2.36 V) 
――――――――――――――――――――― 
2Mg + O2＋2H2O → 2Mg2+ + 4OH– ＋4e– 
｛2Mg + O2＋2H2O → 2Mg（OH)2  ＋ 4e–｝   
(E0 = -2.36 V－0.4V＝－2.76V) 
 
2.2 Al 電池の放電反応式 
Al と空気の反応式を以下に示す． 
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陰極：3/4 O2 + 3/2 H2O + 3e– → 3OH– (E0 = 0.4 V) 
陽極：Al + 3OH– → Al(OH)3 + 3e– (E0 = -2.31 V) 
―――――――――――――――――――――― 
全体：4Al + 3O2 + 6H2O → 4Al(OH)3 + 2.71 V 





















ている．5 層目は燃料であり，負極となる Mg もしく
は Al の薄板を用いる． 
 
 
図 1  金属空気電池の基本構造 
4. 研究目的，実験方法，装置 
本研究の目的は，金属空気電池の燃料に Mg，Al を

























図 4  実験装置 
 































実験結果を図 6 に示す． 
ゼラチンの場合，フェルト＋水に比べて安定した出力
電流，電圧が得られた．しかし，ゼラチンを使った場







図 6  電解液実験結果 
 
 










する． 5cm×6cm の大きさの Mg を用いた Mg 電池の
電流，電圧特性を確認できた． 実験結果を図 8 に示す． 
 






図 8  Mg 電池ベンチマーク実験結果 
 
6.2 直列実験 
図 9 に示すように Mg 電池を 2S，5S と直列に接続
し，電圧がそれぞれ 2 倍，5 倍と増加して行くか否か
を確認する．抵抗は 1S で 0.2Ω，2S で 0.4Ω，5S で 1Ω
を使用した．電池を直列する際に空気を取り込むため
の金網を挟み込んだ． 
実験結果を図 10，表 1 に示す． 
実験結果より，2S，5S にすると電圧が約 2 倍，5 倍と
比例して増加していることが確認できた． 












図 10  直列実験結果 
 
 
表 1   直列数ごとの電圧比較 
直列数 最大電圧 1S 時との比較 
1S 0.72V  
2S 1.58V 2.2 倍 
5S 3.80V 5.3 倍 
 
 
















実験結果を図 11 に示す． 
Al 電池の電流，電圧の特性を確認できた．電流，電圧
は Mg 電池よりも小さくなっていたが，ピーク時の出
力は反応が穏やかな分長くなり 40 分ほど持続した． 
 





図 11  試験的 Al 電池実験結果 
 
 
7.2 Mg 電池との比較 
Mg 電池と Al 電池の特性比較を表 2 に示す． 
Al 電池は Mg 電池に比べ電流，電圧は 1/2 になった． 











表 2   Mg 電池と Al 電池の特性比較 
電池の種類 Mg 電池 Al 電池 
最大電流 3.3A 1.5A 
最大電圧 0.65V 0.3V 
ピーク維持時間 3 分 40 分 
 
 



























（３）桜井弘，元素 111 の知識，BLUE BACKS(2009) 
－119－
